










































スト法 (Present-Employee Method of Testing the 
T巴st)によった.
1. 2 被験者













語能力 (VerbalAptitude) ，推理能力 (Reasoning)
計算能力 (Calculation)，知覚の正確さ (Perceptual 
Accuracy) ，空間判断力 (SpatialAptitude) ，運動





















上記 A~K の11極の下位検査は Paper and pencil 





を通じ，感覚機能を P巴rceptualAccuracy， Spatial 
Aptitudeの2性能を通じ，運動機能を MotorCordin-
ation， Finger Dexterity，Manual Dexterityの3性
能を通じて測定しようとするものである.能力に対応す
る職業類型を15職業群にまとめ職務の所要能力段階を 5
































































































表2 被験者の適性能別平均と標準偏差 (N=144) 
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上位評定5の段階は F性能のみで， 4の段階は M性能， 2 




F， M)は秀れており精神機能関係の適性能 (G，V， 
R)は劣っている，先に述べた如く検査が'f均値を 100
とし 1標準偏差を20として構成されているから G，












作業群問にはG，R， S， K性能で196の危険率で， C， M 
性能で5%の危険率で有志;差があり， A作業群と C作業群
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E， M)の57.9%，24類型 CE，S， F)の46.85弘
26類型 (E，S， M)の44.8%.30%台の通過率を
示す類型はなく20%以上の通過率を示すのは22類型
(E， F) 27類型 (E，M)の24.8払 15類型 (G，
E， M) の22~ふ 17 類型 (G， E)の21.35ぢ.10% 
以上の通過率を示すのは14類型 (G，E， M) ， 23 
類型 (E，S， F) ， 25類型 (E，S， M) ， 13類型












間における能力差の有意性検定において K，F， M， E 
性能において l必の危険率で， G， R， C性能で 5%の危
険率で有意差がある(図4参照). 
表5 適性類型29合格者・不合格者の適性能別平均と標準偏差
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6で総合評定において 8.2~協は A 段階(非常によし、) ， 
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る (χ2==9.925 df 3. 0.02<:0.01) . 
評定要素を異にすることにより能力差がいかに変化し
てくるかを見ると，生産の量的領域と作業の質的領域を





差を認められるのはG，V， C， S， Fの5性能で5%の






刊寸 71I!業IMiS D 15，03:1.0315. 9717. 4715.07!17 .27i23.021 20.8120必
作業の質を基準としての評定において
上下群間に能力平均に 1%の危険率で有
意差を示すのは G，C， F， Mの 4性能
で， 5 ~援の危険率で有意差を認められる
のは E，Kの2性青白である.
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作業の速さを基準としての評定におい
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を詳して l引い¥※|十※I 1 
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